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　　　　　　　　　　　　　 シ ン ポ ジウ ム （細胞外バ イ オ ポ リマ ーの機能と利用）　 13
担 子 囲 が 生 産 す る 新 規 抗 ウ イ ル ス 性 多 糖

岶 本 た ば こ ・た ば こ 中 砺 本 祉 ） 費 木 道 子 ・
丹 求 蘭 塀 ス 嘱 ， 贈 治

　久 保 　進 ・高 林 美 千 代 ・小 野 邦 叨 ．三 上 洋 ＿

　 1 ） 目 的 　　市 販 の タ バ コ モ ・
，
・U ク ゥ イ ル ス （TMV ＞ 防 除 網 と し て は ア ル ギ ン 酸 ナ ト

リ ウ ム や シ イ タ ケ 菌 糸 抽 出 物 製 剤が あ る 。 　し か し、 い ず れ も 効 果 が Syste 皿 ic で な い た め
、

植 物 体 の 全 面 に 漏 れ な く 一
様 に 散 布 す る 必 要 が あ り 、 ま た 關 煽 で の 効 果 も あ ま り 高 く な い

『方・ Sy ・ t ・ z・i・ な 効 果 を 示 す 抗 楠 物 ウ イ ル ス 物 質 と し て は オ シ ・ イ バ ー
）　 tこ 含 ま れ る 蛋 自質

（MAP ） が 知 ら れ て い る 。 演 者 ら は 、 　TMV 防 除 剤 と し て Systemic な 効 果 を 示 し 、 工 業

的 大 欒 生 産 が 可 能 な 物 質 を 見 い だ す た め に、 微 生 物 の 代 謝 産 物 の Scree 甬 ng を 行 っ た。

　2 ） 方 法 と 結 果 　　Screening ： 125 菌 株 の 担 子 菌 培 養 濾 液 をく タ バ w （Xanthi −nc ）を 用 い

る 半 葉 法 に よ り 検 定 し た 。 TMV
’
に 対 し て 15菌 株 の 培 養 濾 液 が 、　Systemic な 防 除 効 果 を 示

し た ・ な か で も F ・ nes 　 f。 m ・ntaTius 」TS　 304 囓 株 の 培 養 濾 液 力・ 高 い 阻害 活 性 を 示 し た 。

　活 性 物 質 の 精 製 ・単 離 ： 上 記 農株 を 培 養 し、 そ の 濾 液 に 2 倍 量 の エ タ

』
ノ ー ル を 加 え て 沈

澱 を 形 成 さ せ た 。 沈 澱 物 を 蒸 留 水 に 溶 解 後 、 TCA で 除 蛋 白 処 理 し た 後 透 析 し た 。 透 析 内 液 を

Zeta 　 Prep 　 1。。　 DEAE に 吸 着 さ せ て b・ ら、 0．4M　 H ・C 且を 加 え た 1 。 mM1 丿 ン 酸 バ
ッ フ ァ

ー
（pll6 ．O ）

で 溶 出 し・ 3種 の 活 性 画 分 を 褐 た 。 続 い て 各 々 を JAI 鵬Eレ GS51 。Ptこ・GS32 。P を 皚 列 に っ な い だ

カ ラ ム を 装 備 し た 分 取 液体 ク 回 マ ト グ ラ フ icよ り 精 製 し、 3種 の 酸 性 多 糖 、　 FA．FB ，FC を 得 た

　 構 造 ： 元 素 分 析、　IR 、 　NMR 測 定、 酸 加 水 分 解、　TLC 分 析、　ゲ ル 濾 過 に よ る 分 子 量
測 定 な ど を 行 っ て 構 造 を 推 定 し た 。

FAは 分 子 量 i60ee 、 闘を 含 有 し な い 、　グ ル ク ロ ン 酸 を 含 む B 結 合 の 酸 憾 多 糖 で あ っ た。　 FA の

酸 加 水 解 物 の TLC 分 桁 よ り、 グ ル コ ー ス と グ ル ク ロ ン 酸 の み が 検 出 さ れ た 。
　 Tay10T と Co

nrad の 方 法 に よ り FA の グ ル ク ロ ン 酸 残 蕪 を グ ル コ ー ス 残 墓 に 還 元 し た。　こ の FA を 箱 守 法 に

よ リ メ チ ル 化 分 折 し た 。 　1．5−・dl −O− acety1 − 2，3
’
，4，fi−・tetra −O−methyi 　 glucitol ： 1、S ，5− tri −

0 − acety ｝
−2，4，6− tTi −0 − methyl 　glucito1 ：1、5．6−tri −0 −acetyl −2，3，4− tri −0− methy1 　91uci

t 。 1 ・ i・3・5・6−・tet ・ a − O−・acety1 −2．4− di −O− methyl 　 91… eit ・ 1− 2 ・ 3 ・ 4 、 2 。 こ の 結 果 か ら

還 元 し た FA は 分 岐 し た B （1，3 ）｛1．6 ）グ ル カ ン で あ っ た 。　 FA も 同 様 に メ チ ル 化 分 折 し、 構 造

を 検 討 し た 。 続 い て 、 FB，FC も同 様 に 検 討 し た 。　 FA ，FB ，FC 三 者 の 違 い は 分 子 量 と グ ル ク ロ ン

酸 の 量 比 で あ っ た 。

　防 除 効 果 ： FAの TMV 防 除 効 果 を 半葉 法 で 調 べ た 。 葉 表 処 理 し た 場 合、 処 理 し た 6半 葉 の

う ち 5半 葉 に は TMV の 病 斑 は 見 ら れ な か っ た 。 葉 衷 処 理 し た 場 合 で も 高 い 防 除 率 を 示 し た

FA 未 処 理 側 半 葉 を 薫留 水 （対 照 ） 未 処 理 儺 半 葉 と 比 較 す る と、、FA 処 理 効 果 が systemlC で あ
る こ と が 認 め ら れ た 。 　全 身 感 染 宿 主 タ バ コ （松 川、 Co　 319 ，　 Va　 115 ，　 BV）　 ピ ー

マ ン （伏

見 甘 長、 新 さ き が け ）、　ト マ ト （福 寿 、 ポ ン テ ロ ーザ 〉 に 対 し て も有 効 で あ っ た 。 団 場 に

お い て タ バ コ 栽 培 品 種、 松 川、 Ce3ig、　 Va115 ：t っ い て も 有 効 で あ る こ と が 確 認 さ れ た。

酬 生 多 糖 FA （0・5 ・・1／1ng ） の 植 物 ウ イ ル ス （TMV − QM ） 防 除効 果

試 料 画 分 　 濃 度 試 料 塗 布 面 接 種 面 　 　斑 点 数 ／ 半 葉 ＊

　 　 　 　処 理 側 　未 処 理 側

防 除 率

（％ ）

多 糖 FA 　 　100 μ g／旧 1
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＊ Xanthi − nc 　 6半 葉 に 形 成 し た 病 斑 数 の 平 均 値 を 示・す

Ne 層 　antivirai 　polysaccharide 　derived 　from 　Basid 五〇 mycetes
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